
 

 

篠山産業高校いじめ対応チーム 

 

 

 

 

 

調査班 

 

 

 

 

 

対応班 

 

 

 

 

いじめが起きたときの組織対応の流れ（いじめ対応マニュアルより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校長・教頭・生徒指導部長・学年主任・科長（・保健衛生部長・養護教諭等） 

学年主任、生徒指導部、担任、部活動顧問、そ

の他該当生徒と関係のある教職員 

学年主任、担任、部活動顧問、生徒指導部、保

健衛生部長（カウンセラー）、養護教諭、その

他必要とされる人 

いじめ発生（緊急対応会議） 

・担任を含め調査班の決定 

対応について検討 

対応班の編成と方針の決定 

日常の観察・アンケート・教育相談・周りの生徒の訴え等の情報 

  ↓ 

情報を得た教職員 

  ↓ 

担任・学年主任 

  ↓ 

生徒指導部  →  教頭  →  校長 

  ↓ 

いじめ対応チーム（緊急対策会議） 

  ↓ 

報告・共通理解・調査方針・分担決定  

  ↓ 

調査班編成 事案の状況によりメンバーの決定 

（生徒指導部長・学年主任・科長・保健衛生部長・養護教諭等） 

  ↓ 

報告・事実関係の把握 

  ↓ 

指導方針の決定、指導体制の編成 

  ↓ 

対応班編成 事案の状況により、メンバーの決定 

（学年主任、学年生徒指導担当、担任、部活動顧問、その他該当生徒と関係のある教職員等）  

  ↓ 

対応班によるいじめ解消に向けた指導 

  ↓ 

継続指導・経過観察 

  ↓ 

解     消 

  ↓ 

再発防止・未然防止活動 
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適宜保護者との連絡 

県教育委員会に報告 

・高等学校問題解決サポートチーム 

・教育相談窓口 

・学校支援チーム 


